
国 指 定 史 跡 

 

婦中町羽根・長沢・新

町 ・ 富 崎 ・ 千 里 地 内 

 史跡王塚・千坊山遺跡群は、富山湾から約 12km 内陸に入った井田川・

山田川合流域の丘 陵
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段丘
だんきゅう

上に分布する、弥生時代後期から古墳時

代前期の墳墓や集落跡の遺跡 7 ヵ所で構成されています。 

 史跡には、日本海を通じた交流を物語る四隅突出型墳
よすみとっしゅつがたふん
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や、前方後方

形墳丘墓、県内有数の大型前方後方墳、様々な形の古墳で構成される古墳

群などがあり、他地域との交流関係や婦負
ね い

地域を統括した首長
しゅちょう

が誕生する

までの移り変わりを知ることができます。また、古墳や墳墓のなどの墓域
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と

集落跡の対応関係もつかめることから、古墳時代にむけて地域社会がまと

まっていく様子が具体的に分かります。このような遺跡は全国的にみても

珍しく、北陸における国の成立を考える上で重要な資料です。 
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